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美術史研究・作家 吉岡栄二郎 
 
被爆 70 年 『焼き場に立つ少年』のその後 
 
二年ぶりに思いの深い長崎県の戸石村（東長崎）を訪れた。米軍カメラマン・ジョーオダネ
ル氏が撮影した『焼き場に立つ少年』についての一書（長崎新聞社）を一昨年の夏に上梓し
て初めてのことだった。何よりも、この本の中で探し求めた、死んだ弟を背負って川辺の焼
き場に向かった上戸(かみと)明宏君の新たな便りが聞ければという思いがあったからだ。 
 
明宏君は戦況も上げ潮の昭和十七年初め、長崎県と佐賀県の県境にある小長井から母親の
再婚先の戸石村に連れ子としてやって来た。嫁ぎ先の家には明宏君と同い年のノブ子とい
う女の子がいた。母親に男の子が生まれると二人は身体の弱い母に代わって仲良く弟の面
倒を見ていた。あの原爆の夏の日、明宏君は国民学校が休みの日であったことから、弟を背
負い牧島の見える港近くの浜辺で鯛干しの手伝いをしていた。 
 
朝の涼しさも過ぎ暑さが肌を差しはじめた頃、上空の飛行機の音に空を見上げると、銀色の
大きな米軍の機体が長崎の方角に向かって飛んでいった。まもなくした十一時二分、ピカッ
という閃光と共にドーンという轟音が響くと、目の前が真っ暗になり猛烈な爆風が二人の
小さな体を砂浜に叩きつけた。「あったし！」（熱い）、顔を押さえたくなるような熱が少年
と弟の体を巻き込んだ。 
 
しばらくすると西からの風に乗った長崎の方角から飛んできた真っ黒な灰が村を覆った。
やがて黒い灰が黒い雨となって村中の畑や家に降り注いだ。空を見上げると、黒い雲の中に
真っ赤な太陽が不気味に浮かんでいた。 
 
戸石村にはこの真っ黒な灰とともに、原爆と一緒に落とされた観測気球用の落下傘が降り
てきた。その後、戸石、矢上、古賀、間の瀬の東長崎一帯に住む人にも白血病の症状が見ら
れた。しかし、この地域は「原爆被爆地域」といて認定はされていない。『焼き場に立つ少
年』の背中の弟の死因は不明だが、涙をこらえて唇を固く噛みしめ、弟に別れを告げる少年
の下唇に赤くにじむ口の中の出血は何を病因としていたのだろうか。 
 
明宏君が戸石国民学校六年に在籍していたときの同級生は、現在も四人が八十二歳の歳で
元気にしている。今回、その一人の里輝男さんから思いがけずに「明宏は一年少し前に小長
井で亡くなったとの風の便りに聞いた」という話があった。明宏君が戸石の村に居たのは二
年ほどだったという。その後に母は戸石の夫と別れ明宏君と一緒に小長井に戻っている。ノ
ブ子は村を去る父親と一緒に長崎に向かい、奉公先を見つけたという。 
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小長井に戻った明宏君は、戦後の食糧難のなか、有明海の船溜まりから小さな船で島原や雲
仙に向かい食糧を買い求めては長崎の町で売って病弱な母親を助けていたという。 
 
明宏君はオダネル氏が写した写真を見ていたのだろうか――そのことを私は知りたかった。
だが、これを誰に聞くこともしなかった。おとなしく親思いの明宏君は、嫁ぎ先で子を失っ
た母の悲しみ、出戻り女への村人たちの冷たい視線のなかで自分を育ててくれた母を思う
と、川の焼き場でわずか二歳の短い生涯を終えてしまった弟のことは、そっとしておこうと
心に決めていたのだ。それが、写真のことを知りながら語ることを避けていた理由だったに
違いない。 
 
その後の明宏君の小長井での人生はどうであったかは知ることはできない。村の人たちに
は、思い出すこともできない遠い昔の話となっていた。 
 
（よしおか・えいじろう） 
 
【文化】公明新聞 2015.8.2 
 
https://plaza.rakuten.co.jp/karagura56/diary/201508040000/ 
より 

https://plaza.rakuten.co.jp/karagura56/diary/201508040000/
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写真が撮影された10月上旬には放射線による血小板減少はみられない。

米軍の資料によれば、血小板減少のピークは爆
発10日前後。
その後血小板数は回復に転じる。
写真が撮影された10月上旬は2ヶ月後。
少なくとも出血傾向をきたすほどの血小板減少
は見られない。

写真が撮影された10月上旬には放射線による出血傾向はみられない。

重症患者を収容した大村海軍病
院でも点状出血がみられたのは
7週まで。
爆発2ヶ月後の無傷の少年に出
血傾向が現れるとは考え難い。

長崎原爆による出血傾向は爆心地に近いほど頻度が高いが、爆心地から4Km以内
のすべての地域でみられる。出血傾向から被爆地点を推定することはできない。

「原子爆弾の効果」は米国原子力委員会と米国国防省企画

「マンハッタン調査団最終報告書

調来助の調査 距離別出血の頻度

出血傾向から被爆地点を推定することはできない。
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